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〇 小川町の小・中学校、高等学校の児童生徒が、町の地域資源を題材として、

地域の歴史や文化、産業等について知り、段階的に学びを深めていきながら、

地域活動への参画などを行っていく。

〇 「おがわ学」を通し、小川町に対して愛着や誇りを高め、地域課題の解決に

取り組む能力を育む。

〇 文部科学省の指定事業として令和元年度から実施。

１ 概要

地域全体で

おがわ学を作る

おがわ学構想委員会

地域と連携・協働した教育の推進について
「おがわ学の構築・実践」
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目指す
児童生徒像

自ら課題を発見し、深く考え、主体的に判断することができる児童生徒

小川町に対して愛着や誇りを持ち、小川町を含む地域に深く関われる児童生徒

多様な人々と協働し、課題の解決に取り組むことができる児童生徒

２ おがわ学で目指す児童生徒像

授業づくり テキスト作成
テキストの
活用・実践

公開授業・
研究協議会

おがわ学
フォーラム

３ おがわ学の取組
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（２）テキスト作成
小・中学校、高等学校の各段階に応じた学習内容を設定し、児童生徒が主体的に学習
に取り組めるよう教職員と地域の方々が協力して作成

【小学校版】 【中学校版】 【高等学校版】

【小学校４年 社会】
商工会と連携し七夕まつりについて
話し合う様子

【中学校３年 総合的な学習の時間】
和紙を用いた折り染め体験の様子

【高校３年 総合的な学習の時間】
製品試作のための紙漉きの様子

（１）授業づくり
目指す児童生徒像を実現するために、小学校から高等学校にかけて体系的に学ぶ授業

づくりを実施

＜和紙を活用した授業例＞

4



（４）公開授業・研究協議会
各校でおがわ学の授業を公開し、町内の小・中学校、高等学校の教職員が校種を越え

て授業改善について意見交換

（３）テキストの活用・実践
テキストに基いて課題を設定し、授業で実践

【取組例】小川町ＰＲ映像をつくろう！！（高校3年総合的な探究の時間）

解決策：小川町の魅力を英語で伝える映像を作成する

①課題設定 小川町役場で町の現状を調査
②情報収集 町内のフィールドワーク
③整理・分析 町の魅力を伝える映像を作成
④まとめ・表現 地域住民へのプレゼンテーション

現状：小川町には、多くの魅力があるが、国内外に伝えきれていない

【地域住民への発表】

【校内発表】
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■小川町内小・中学校、高等学校の公開授業（各学校）

■児童生徒の成果発表（埼玉伝統工芸会館）

【小・中学校の取組及び作品展示】 【高校生の成果発表】【中学生の成果発表】

（５）おがわ学フォーラム

・ 令和３年１１月２０日、２７日に小川高校、小川町内小・中学校等で開催
・ 公開授業の実施や児童生徒による学びの成果の発表
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地域をよりよくすため、地域の問題に関わりたい

自分が関わることで社会状況が変えられると思う

R1(1年次) R3(3年次)

４ 取組の成果

■自ら課題を発見し、深く考え、主体的に判断することができる児童生徒

■小川町に対して愛着や誇りを持ち、小川町を含む地域に深く関われる児童生徒
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授業で「なぜそうなるのか」と疑問を持って、考えたり調べたりした

自主的に調べものや取材を行う

○ 町の良さや課題を自分の事と捉え、主体的に学ぶようになってきている。
○ 小川町により一層、愛着と誇りを持つようになってきている。
○ 多様な人々と関わり、協力しながら課題の解決に取り組むようになってきている。

子供たちの変容

＜三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング 高校魅力化評価システムから＞
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調査実施時期：令和元年7月、令和３年９月実施 調査対象：小川高校令和元年度入学生（196名）
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■多様な人々と協働し、課題の解決に取り組むことができる児童生徒
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将来、自分のいま住んでいる地域で働きたいと思う

地域社会などでボランティア活動に参加した
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５ 今後の方向性

（１） 子供たちが主体的に行動できる学習の充実

（３） 地域と連携・協働した学びの全県への普及、展開

（２） 持続可能な体制づくり

学校と地域の連携・協働をより一層推進！

・おがわ学の授業内容の研究・実践
・新たな地域資源を加えた「おがわ学テキスト」への改良

・地域との連携・協働体制の活性化
・人材バンクの活用

・おがわ学フォーラムの開催を通じて、好事例を発信
・学校と地域の連携・協働の取組への支援
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